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   栃木西部地域まちづくりセンター 



別記様式 

会 議 録 

会議の名称 令和６年度 第２回栃木西部地域会議 

開催日時 令和６年５月１４日（火）１９時００分 開会  ２０時３２分 閉会 

開催場所 吹上公民館 大交流室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

会長 

事務局 

会長 

 

 

都市計画課 

 

 

委員Ａ 

 

 

 

 

委員Ｂ 

 

会長 

１ 開会 

─ 開会 ─ 

 

２ あいさつ 

酒巻会長あいさつ 

 

３ 議事 

栃木市地域づくり推進条例第９条の規定により酒巻会長による議事進行。 

 本日の出席委員数について事務局に報告を求める 

 委員総数１５名中出席委員数１０名出席と報告 

 過半数以上の委員の出席であるため、会議の成立を宣言 

 

（１）栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防

災指針」の策定について 

・資料１～３に基づき説明 

＜質問・意見＞ 

・吹上地区と寺尾地区は令和２・３年度に地域の防災指針を策定済みであるた

め、栃木市立地適正化計画の防災指針に関しては、地区の防災計画に基づい

て意見を出す。 

・計画を作るにあたっては、良い面ばかりでなく、それにより発生するマイナ

ス面があることをよく考えてもらいたい。 

・地域の問題が解決していないのに、市全体の計画の話をされても、地域の方

には浸透していかない。まずは地域という足元をよく見てもらいたい。 

・他に質問等があれば、担当課へ問い合わせをお願いします。 



 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

会長 

委員Ｂ 

会長 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員Ｃ 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員Ｄ 

 

 

・次回の地域会議の際に回答書を提出してください。 

 

 

(1) 令和７年度実施 地域予算提案事業案について 

・統合中学校校歌ＰＲ事業について資料に基づき説明 

・前回会議の際に、ケーブルテレビやラジオを使ったＰＲはどうかと意見があ

ったため、確認したもの。 

・防災無線以外のＰＲ方法について、ケーブルテレビ、ＦＭくららを活用した

例を報告。 

＜質問・意見＞ 

・防災無線を使ったＰＲは必要か、改めて皆さんに確認したい。 

・使える媒体は使ってＰＲしていくといいと考える。 

・引き続き防災無線の使用について要望していくこととする。 

 

・外国語版のごみの分け方出し方について資料に基づき説明 

・前回会議の際に、外国人の多い他の地域ではどのように対応しているか参考

にしては、との意見があったので、大平地域に確認した。 

・基本的にごみステーションの管理は自治会にお願いしている。 

・自治会やアパートによっては、ごみステーションにごみカレンダーや分け方

出し方を掲示しているところもある。 

・市ではゴミ出しのアプリ「さんあーる」を採用しており、住んでいる地域を

登録することで、収集日を確認できたり、設定した時間に通知してくれる機

能がある。アプリは外国語にも対応しており、周知用のチラシも外国語版が

あるので、外国人が住所異動に来館した祭には窓口でお渡しすることができ

る。 

・前回会議で報告したとおり、外国語版ごみカレンダーや分け方出し方を、千

塚産業団地に協力いただき配付したうえで、ごみステーションの問題につい

ては様子を見ていきたい。 

＜質問・意見＞ 

・自分たちの自治会では、自治会内から寄付により、ごみステーションとして

物置を設置した。ごみステーションの問題は、まず自治会内でよく考えるべ

きだと思う。 

 

（２）令和６年度栃木西部熟くり塾（まちづくり塾）の開催について 

・前回会議では、熟くり塾の内容について、廃校利用、子どもとその親が参加

できるような内容、地域の活性化についてなどの意見が出たが、改めて今年

度どんなテーマで開催するか、意見があれば伺いたい。 

＜質問・意見＞ 

・これまでの開催内容で、参加人数が多かったのはどんな講座か。 

・昨年度開催した廃校利用についての回は、思ったより参加者が少なかった。

もっと関心が高いと思っていた。 



 

委員Ｂ 

副会長Ａ 

 

委員Ｂ 

委員Ｄ 

 

委員Ａ 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

・せっかく開催するなら、もっと参加して欲しい。 

・地域会議が地域に知られていない。 

・チラシに「熟くり塾」と大きく書いてあるが、開催主体がどこで、誰を対象

として開催しているかが分かりにくいのではないか。 

・子どもを動かせば親が動く。 

・開催回数を減らして、子ども向けの講座を同時に開催するなど、内容を充実

させてはどうか。 

・産業団地と地元との共生についての講座を希望する。 

・若い人たち向けの目玉となるような講座があるといい。 

 

・６、７月中に正副会長と事務局で内容を検討する。 

 

 

４ その他 

・第３回栃木西部地域会議について 

・令和６年６月１８日（火）１９時００分から 寺尾公民館にて開催予定。 

 

５ 閉会 

── 以上、何も無いことを確認 ── 

── 閉会 ── 

 

（会議終了時刻 ２０時３２分） 

 



別紙１ 出席者及び事務局 
 

<出席者（委員）> 

会 長 酒巻 幸夫 

副会長 中島 元一    副会長 峰岸 晃一 

委 員 厚木 秀夫    委 員 蓼沼 善雄  

委 員 門沢 イミ子   委 員 毛塚 豊子 

委 員 石沢 恵一    委 員 正田 秀雄 

委 員 関口 みよ子    

 

<欠席者（委員）>  

 委 員 棚橋 利行    委 員 宇佐見 まり子 

 委 員 吉田 美奈子   委 員 鈴木 加織 

 委 員 小池 祐也     

 

<事務局> 

飯島 洋子 （吹上公民館長兼栃木西部地域まちづくりセンター所長） 

長澤 紀恵 （皆川公民館館長） 

佐藤 光三 （寺尾公民館館長） 

石原 睦月 （吹上公民館主査） 

 

<その他の出席者> 

吉澤 寿夫 （都市計画課 課長補佐） 

吉田 容子 （都市計画課 主査） 

 



別紙２ 会議事項及び配付資料一覧 

 

<会議事項> 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

(1) 栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防災指針」の 

策定について（都市計画課） 

(2) 令和７年度実施 地域予算提案事業案について 

(3) 令和６年度 栃木西部熟くり塾の開催について 

４ その他 

・ 第３回栃木西部地域会議について 

５ 閉会 

 

<配布資料一覧> 

・都市建設部都市計画課 付議資料 

 1.意見聴取に係る依頼事項 

 2.回答書 

 3.参考資料 栃木市都市計画マスタープラン（改訂版）及び栃木市立地適正化計画「防災指針」

策定の基本方針 

 4.資料 1 都市計画マスタープラン（改訂版）等の策定スケジュールの変更について 

 5.資料 2 栃木市都市計画課マスタープラン（改訂版）第 5章 地域別構想 

 6.資料 3 栃木市立地適正化計画「防災指針」（原案） 

・栃木ケーブルテレビ コミチャンコマーシャル概要 資料 4-1 

・ＦＭくらら 857 媒体料金表 資料 4-2 

・ゴミ分別アプリをご利用ください。 資料 5 

・栃木西部熟くり塾 開催実績 資料 6-1 

・「地域課題の深掘り」まとめ 資料 6-2 

・令和５年度 栃木西部熟くり塾企画（案） 資料 6-3 


